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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、英語圏と東欧圏におけるスポーツ指導者養成機関で求められてい
るスポーツ指導者の資質・能力養成の志向性について調査・検討するとともに、その中核的理論領域である一般
コーチング学の内容とその認識論的立場を検討することによって現在のコーチング学の問題点を明らかにし、
「測定スポーツのコーチング学」を体系化することであった。その結果、「競技力論」、「トレーニング論」、
「試合論」といった基本的な理論領野を中心に自然科学的なスポーツ科学の知識・理論だけではなく、現場から
帰納的に取り出された「実践知」を基底に据えた統合的理論構築が必要なことが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to investigate and examine the qualifications 
and abilities of sports instructors required by sports instructor training institutions in 
English-speaking countries and Eastern Europe, as well as general coaching theory, which is the core
 theoretical area. By examining the contents of the above and its epistemological position, the 
problems of the current coaching theory were clarified, and the "coaching theory of measurement 
sports" was systematized. As a result, not only the knowledge and theory of sports science, which is
 a natural science, but also the knowledge and theory of sports science, which is a natural science,
 centered on the basic theoretical areas such as "competitiveness theory", "training theory", and "
match theory", were inductively extracted from the field. It was clarified that it is necessary to 
build an integrated theory based on "practical knowledge". 

研究分野： コーチング学

キーワード： コーチング学　スポーツ指導者養成　帰納的理論　測定スポーツ　トレーニング学　学問論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで我が国のスポーツ指導者養成は、各競技団体がそれぞれの種目の特徴をふまえて検討されてきた。それ
は個別種目のコーチング学の知見をもとに構築されてきたものである。しかし、スポーツ指導者の養成は、指導
者の幅広い能力の涵養の視点から当該の種目のみならず他種目との関連もふまえて整備されなければならない。
このためには一般コーチング学を体系化すると共に、種目類型ごとのコーチング学を体系化することが必要とな
る。本研究の成果は、測定スポーツのコーチング学の体系化に寄与することができたといえる。また、昨今、社
会的問題ともなっているスポーツ指導者の暴力問題に対しての提言ともなっているといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

2011 年に「スポーツ基本法」が制定され、それに基づいて「スポーツ基本計画」が立案
された。このような社会状況のなかでスポーツ指導者のハラスメントの問題が発生し、それ
を契機に文科省のタスクフォース等の議論をふまえ、現在、「スポーツ指導者育成推進事業
2013」が進められている。この事業においては、「コーチング・イノベーション推進事業」
としてスポーツ指導者育成のための「モデル・コア・カリキュラム」の作成が検討され、カ
リキュラム骨子では、資質能力として「知識・技能」が取り上げられ、「共通内容」（種目
横断的な内容）のひとつとして「コーチング理論」があげられている。このことはスポーツ
指導者の学びとして、コーチング学の必要性が求められていることを意味している。 
スポーツ指導者養成の中核領域であるコーチング学は、トレーニング論を出発点として

個別諸科学の知識を基に演繹的理論構築による学際応用理論として発展してきたが、その
過程で理論体系を構築する研究領域の取捨選択の問題、自然科学的な方法によって得られ
た知見の実践への適用性の問題が指摘されるようになってきた（朝岡、2017）。つまり、「一
般コーチング学」におけるさまざまな理論は、その知見が認識論的な立場を考慮せず、羅列され
ているので、それらの知見が実際の現場での指導にどのように役立てられるのかが明確に伝わ
らず、それらは読み手の能力に依存しているといった課題が前景に現れてきた。 
これまでの研究から見えてきたことは、コーチング学の構築にあたっては、これまでに研究テ

ーマとして取り上げられてきた内容が、現場のコーチング活動をふまえて設定されたテーマな
のかといった点について再考することを求めるものである。また、理論と実践の架橋性の観点か
らは、一般コーチング学と個別コーチング論のあいだに、測定・判定・評定といった勝敗の決定
方式に基づく分類に基づいた種目類型別のコーチング学について検討することの必要性が生じ
ている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、英語圏と東欧圏におけるスポーツ指導者養成機関で求められているス

ポーツ指導者の資質・能力養成の志向性について調査・検討するとともに、その中核的理論
領域である一般コーチング学の内容とその認識論的立場を検討することによって現在のコ
ーチング学の問題点を明らかにする。そして、その結果をふまえて、競技パフォーマンスが
量的に評価される測定スポーツを対象とした「測定スポーツのコーチング学」の構築を目指
すことにあった。 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の手順で進められた。（１）ICCE（International Council for Coaching Excellence；

国際コーチングエクセレンス評議会）等が提示しているスポーツ指導者の資質・能力のあり
方について調査する。（２）英語圏と東欧圏におけるコーチング学の内容とその認識論的立
場を調査する。（３）（１）と（２）の内容について比較検討し、現在のコーチング学の問題
点を考察する。さらに、（４）（３）の結果をふまえて、測定スポーツを対象に検討し「測定
スポーツのコーチング学」の体系に関する試論を提示する。 
 
４．研究成果 
（１）英語圏におけるスポーツ指導者養成プログラムと一般コーチング学の特徴 
ICCE を中心とした英語圏のスポーツ指導者養成のためのテキストや講習内容を調査してみる

と次のようなことが明らかとなった。まず、スポーツ指導者に必要な「知識」としては、対人関
係論的な知識と自然科学を中心としたスポーツ科学に関する知識とまとめることができた。さ
らにスポーツ指導者養成のための講習内容は、「現場で起こりうるさまざまな課題」に関する思
考・判断や態度・行動に関する実践力の養成に軸がおかれながら、スポーツ医・科学からみた知
識・技能の習得が目指されていた（青山、2017）。 
 
（２）東欧圏におけるスポーツ指導者養成プログラムと一般コーチング学の特徴 
東欧圏における一般コーチング学の特徴を検討するために、ロシア語圏を代表する研究者で

あるプラトーノフの著書を分析するとともに、ウクライナ、カザフスタンが共同運用しているス
ポーツ指導者養成プログラムについて検討した。あわせて東ドイツの研究書についても分析を
行った。その結果、以下のことが明らかにされた。 
まずロシア語圏における一般コーチング学では、「ピリオダイゼーション理論」が基底となっ

て、いわゆる東ドイツを中心としたドイツ語圏でみられる「競技力論」、「トレーニング論」、「試
合論」に位置付けられる各理論が配置されていた。唯物論的な思考のロシア語圏であるが、その
理論の特徴は、必ずしも自然科学的な思考を中心に構成されているのではなく、実際の現場で用
いられている帰納的な実践知を科学理論と統合していこうという考え方が認められた。このよ
うな傾向は東ドイツでも同様であった。スポーツ指導者の養成プログラムには、①古代ギリ



シャのオリンピックとオリンピック大会の復活についての最新の知識（３単位）、②近代オ
リンピックの発展、問題、矛盾（３単位）、③オリンピック大会に向けたナショナルチーム
と選手のマネジメントの準備と組織における現代的アプローチ（３単位）、④オリンピック
スポーツの選手に関する各一般理論の動向（３単位）、⑤身体の機能システムと準備過程に
おける適応（４単位）、⑥選手の技術的、戦術的、心理的な準備（４単位）、⑦選手の身体的
準備における運動能力とその方法（４単位）、⑧選手の長期的で現代的な準備システムと人
間の発育発達（３単位）、⑨選手の年間トレーニングにおける最新のピリオダイゼーション
（４単位）、⑩ウォームアップ、トレーニング課業、ミクロサイクル及びメゾサイクルの構
築に関する現在の傾向と問題（４単位）、⑪試合の準備における現代システムの予測と選択、
方向付け、制御、モデリング（４単位）、⑫選手の準備のための医学的および生物学的支援
の現状（６単位）というような内容が含まれており、これをみてもピリオダイゼーション理
論の重要性が指摘できる（青山、2019）。 
 
（３）一般コーチング学から測定スポーツのコーチング学へ 
日本では「日本コーチング学会」を中心にコーチング学を「一般コーチング学」、「種目類型別

コーチング学」、「種目別コーチング学」というように階層化して学体系をまとめる作業が進めら
れている。本研究の一般コーチング学及びスポーツ指導者養成プログラムの検討から、新たに体
系化が目指される「測定スポーツのコーチング学」では、「競技力論」、「トレーニング論」、「試
合論」といった基本的な理論領野を中心に自然科学的なスポーツ科学の知識・理論だけではなく、
現場から帰納的に取り出された「実践知」を基底に据えた統合的理論構築が必要なことが明らか
にされた。 
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